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Proceedings of the 6th International Conference on Fracture Mechanics of Concrete and 

Concrete Structures, pp.1753-1759, 2007 

18) Kanji Yamada, Emi Kato, Ayumi Satoh and Satoru Ishiyama 

Recycling of Wasted Bottle Glass Cullet as Fine Aggregate 

Proceedings of the 2nd International fib Congress on Concrete, pp.1-9, 2006 

  



C. レビュー論文 (総数 編、内過去 10 年間 編、掲載決定済み 編) 

該当無し 

 

D. 紀要 (総数 編) 

   該当無し 

 

E. 解説・研究報告等 (解説 0 編、研究報告 2編、総数 2編) 

1) 佐藤あゆみ, 山田寛次, 石山智 

第 42 回（2014 年度）セメント協会論文賞・受賞論文「EPMA 分析に基づくコンクリ

ートの鉛直打継ぎの界面処理に関する考察」 

セメント・コンクリート, No.818, 4 月号, pp.34-39, 2015 年 

2) 佐藤あゆみ 

[海外だより] スイス連邦工科大学ローザンヌ校（EPFL）滞在記 

コンクリート工学, Vol.51, No.10 , pp.848-849, 2013 年 

 

(2) 学位論文 

    非均質性を考慮したコンクリートの破面解析の提案 

    秋田県立大学（2012 年 3 月） 

 

(3) 著書 

    該当無し 

 

(4) 作品 (作品総数 件、内過去 10 年間の作品総数 件) 

該当無し 

 

(5) 特許 

A. 登録・公告特許総数 件（内過去 10 年間 件） 

該当無し 

 

B. 公開中及び出願中 件 

該当無し 

  



  (6) 講演 

A. 招待講演 

国際会議(総数 件、内過去 10 年間 件) 

該当無し 

 

国内会議(総数 1 件、内過去 10 年間 0 件) 

1) EPMA 分析に基づくコンクリートの鉛直打継ぎの界面処理に関する考察 

第 68 回セメント技術大会, 2014 年 

 

B. 一般講演(総数 162 件) 

1) 柴田良謙, 佐藤あゆみ, 鎌田晃輔, 高慧 

特殊形状アンカーの最大耐力および破壊モードに関する実験的研究 

日本建築学会大会[関東] 2024 年 8 月 

2) 高慧, 佐藤あゆみ, 柴田良謙 

大径穿孔した接着系あと施工アンカーの付着特性に関する実験的研究  

日本建築学会大会[関東] 2024 年 8 月 

 

(7) 学会賞などの受賞 

1) 熊本大学女性研究者奨励賞 

熊本大学, 2023 年 

2) 第 42 回セメント協会論文賞  

（社）セメント協会, 2014 年 

3) 若手優秀発表（2013 年度建築学会大会） 

（社）日本建築学会 材料施工委員会, 2013 年 

4) 第 65 回セメント技術大会 優秀講演者賞 

（社）セメント協会, 2011 年 

5) 第 32 回コンクリート工学講演会 年次論文奨励賞 

（社）日本コンクリート工学協会, 2010 年 

6) 第 63 回セメント技術大会 優秀講演者賞 

（社）セメント協会, 2009 年 

  



II. 教育業績 

(1) 教育歴 

（過去 10 年間の代表的な授業担当科目および担当年度） 

学部 

鉄筋コンクリート構造Ⅰ, 2023 年～ 

鉄筋コンクリート構造Ⅱ, 2023 年～ 

構造材料設計演習, 2023 年～ 

建築材料実験, 2019 年～ 

建築材料演習, 2012～2018 年 

鉄筋コンクリート構造演習, 2013～2018 年 

工学基礎実験, 2018 年 

建築構造力学演習Ⅰ, 2019 年～ 

建築構造力学演習第二, 2017～2018 年 

数学演習Ⅰ, 2018 年 

数学演習Ⅱ, 2019 年～2023 年 

工学英語Ⅰ（2 年生科目）, 2022 年～2023 年 

工学英語Ⅰ（3 年生科目）, 2014～2018 年 

工学英語Ⅱ, 2019 年～2021 年 

博士前期課程 

鉄筋コンクリート構造特論, 2023 年～ 

材料破壊の力学, 2019～2022 年 

建築材料学演習, 2016～2019 年 

博士後期課程 

 高機能性材料設計論, 2023 年～ 

 

 

（過去 10 年間の学位取得の指導：課程の別(前期あるいは後期）、指導年度および学生数） 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 

博士前期 5 3 8 13 6 2 2 3 8 6 

博士後期 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 

（村上教授（2022 まで）、武田准教授（2019 まで）との共同による） 

 

 

（過去 10 年間の卒研生の指導：指導年度および学生数） 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2024 

卒研生 13 26 20 12 5 4 6 10 0* 5 

（村上教授（2022 まで）、武田准教授（2019 まで）との共同による） 

*2024 年度は育児休業取得 




